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追加資料 

 

 

福祉環境委員会 

（健康局） 

令和２年 12 月１日 

 

新型コロナウイルス感染症対策について 

 
１ 市内感染者の発生状況  

患者数（11 月 29 日 14 時現在）  
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感染経路の判明状況 
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２ 感染拡大防止  

（１）相談状況（１月 27 日～11 月 23 日）  

相談窓口 件数（件） 

①各保健センター（１月 29 日～）、保健所予防衛生課（１月 27日～） 13,196 

②専用健康相談窓口（２月１日～４月７日） 10,707 

③帰国者・接触者相談センター（２月６日～４月７日） 6,089 

④新型コロナウイルス専用健康相談窓口（４月８日～） 55,044 

⑤チャットボット相談（５月 20 日～） 

 聴覚障害のある方や電話が苦手な方でも時間と場所を問わず、スマートフォ

ン・タブレット等画面で気軽に相談先や受診先を確認できるツール。 

29,395 

計 114,431 

※専用健康相談窓口最大相談件数：４月 13 日 1,047 件 

※専用健康相談窓口直近（１週間）平均相談件数：224 件（11 月 17 日～11 月 23 日） 

 

（２）ＰＣＲ検査等の実施状況  

 ①検査可能数（11 月 30 日現在） 

  市内で一日あたり最大 682 検体の検査体制を確保。 

検査機関名 検査能力 

環境保健研究所 142 検体 

シスメックス衛生検査所 300 検体 

市内医療機関 200 検体 

医師会検査センター 40 検体 

計 682 検体 

医師会検査センターについては､インフルエンザ流行期に備え、11 月 30 日から新たにドライブス

ルー方式による検体採取に変更したことで、検査可能件数が 20 検体から 40 検体に倍増。 
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②抗原検査  

 ・帰国者・接触者外来、救急外来等で、現在の感染の有無の迅速な診断に積極的に活用（約 30

分で結果が判明）。 

・市内医療機関での抗原定性検査（迅速検査キット）による検査状況 

  検査実施総数：市内 62 医療機関 2,247 件（11 月 24 日現在） 

・ＰＣＲ検査と同様に、無症状者や唾液を使った検査に対応できる抗原定量検査による検査状況 

 検査実施総数：市内４医療機関 845 件（11 月 24 日現在） 

 

 

 

３ 医療提供体制の確保 

（１）外来医療体制  

・帰国者・接触者外来については、患者の発生状況を踏まえ順次拡大し、11 月 26 日現在市内に

11 か所設置（医療機関名は非公表）。 

・検体採取（鼻咽頭拭い液・唾液等）については、11 月 23 日現在、市内の病院や診療所 245 か

所にて実施。 

 

 



7 
 

 

 

 



8 
 

 

（５）中央市民病院 新型コロナウイルス感染症病棟（臨時病棟）  

今後の感染拡大に備え、すべての病床（36 床）で新型コロナ重症患者の受け入れが可能であ

る臨時病棟を整備。新型コロナ患者とその他の患者の動線を分離することにより、新型コロナ

患者への治療と、中央市民病院における高度医療の提供を両立し、神戸医療圏における市民の

安全を継続的に確保。 

10 月 23 日建物完成、医療機器の搬入・設置作業等を経て 11 月９日から運用開始。 
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（６）新型コロナウイルス感染症対応医療機関支援補助金  

  （ア）入院勧告を受けた患者及び擬似症患者の入院受け入れに対して、 

・患者１人あたり 12,000 円×入院日数（上限 20 日） 

・平日１人１回 30,000 円、土日祝１人１回 60,000 円を加算 

（イ）検査のための検体採取に対して、 

   ・令和２年４月１日～５月 21 日（非常事態宣言中）の採取 4,000 円×被検査人数 

   ・令和２年５月 22 日以降の採取             3,000 円×被検査人数 

 

（７）こうべ病院安心サポートプラン事業補助金  

  （ア）院内感染防止基本対策 

    個人防護具着脱手順の再徹底研修、ｉＰａｄなどの感染症患者との遠隔コミュニケーショ

ンツールの活用など、市が掲げる取り組みのうち３つ以上の実施に対して、１月あたり 30

万円 

  （イ）院内感染防止追加対策 

    基本対策に加えて、原則として 10 床以上の新型コロナウイルス感染症専用ゾーンを１月

あたり１週間以上の設置に対して、１月あたり 550 万円 

  （ウ）発熱等救急患者受入れ対策 

    発熱等の症状を有する救急患者の入院受入れに対して、患者１人あたり５万円 

 

（８）遠隔ＩＣＵシステム（11 月 25 日現在、５医療機関で導入）  

   重症化を恐れて感染症患者が市内医療機関から中央市民病院に早期に転送されることを抑制

し、中央市民病院が重症患者への対応を重点的に行うことができるよう、株式会社Ｔ－ＩＣＵ

が提供する「遠隔ＩＣＵ（集中治療支援）システム」を市内の医療機関に導入し、Ｔ－ＩＣＵ

に登録している集中治療専門医が待機するサポートセンターとネットワークでつなぎ、生体情

報モニター、電子カルテ等の情報を共有してコンサルテーションを行う。 

また、中央市民病院が感染症指定医療機関としての実績を踏まえ、Ｔ－ＩＣＵに対して新型

コロナ患者に係る知見を共有し、治療方針等の助言を行う。 

 

（９）インフルエンザ流行期の相談・診療体制の確保（11月 25 日現在、234 医療機関）  

   神戸市医師会と連携の上、発熱・せき等の診療を行う医療機関（診療所・病院）を確保し、

市民が適切に相談・診療を受けることができる医療提供体制を整備。 
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４ 風評被害対策等 

（１）風評被害対策の取り組み  

感染者やその家族、医療従事者に対する差別・偏見があり、心ない言葉や態度で接する人も残念

ながらいることから、新型コロナ感染は特別なことではなく誰もが感染する可能性があること、「新

型コロナに関わる人々にあたたかいまなざしを送ってほしい」ことについて、駅のデジタルサイネ

ージ等を活用し大々的に啓発。 

 

 

 

（２）患者本人やその家族等新型コロナの影響を受けた方へのメンタルケア対策の取り組み 

各区保健福祉部や精神保健福祉センターの専用電話において、保健師及び精神保健福祉士等がこ

ころの相談を実施。  

・相談件数 210 件（令和２年２月～10 月） 

 

（３）医療従事者等への心のケアにかかる電話相談窓口の設置 

医療従事者や社会福祉施設従事者等に特化して心のケアを行うことを目的に、６月 26 日から電話

相談窓口を設置。  

・相談件数 50 件（11 月 24 日時点） 
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（４）自殺対策の取り組み  

 全国的に自殺者数が増加しており、特に新型コロナの影響による失業や廃業など労働問題への対

策として「くらしとこころの総合相談会」を実施。ハローワーク神戸を会場として、弁護士によるく

らしの相談と保健師等によるこころの相談を行っている。また、精神保健福祉センターの専用電話

「自殺予防とこころの健康電話相談」の相談件数が増加傾向にあることから、12 月中に電話回線を

現在の２回線から４回線に増設し、体制を強化する予定。 

 ・自殺者数（令和２年１月～10月までの警察庁暫定値） 

  全国 17,303 人（前年同期比 244 人増）  

 ・「自殺予防とこころの健康電話相談」 

相談件数（令和２年１月～10 月） 2,838 件（前年同期比 210 件増） 

 

（５）新型コロナの基礎知識と受診・検査のフローチャート 

基本的な事項を知っていただくことで、新型コロナを正しく恐れ、感染症の拡大防止と風評被害

の防止につなげることを目的に「基礎知識」をまとめ、また、受診や検査及び入院から退院までの流

れを事前に知っておくことで不安を和らげることを目的に「受診・検査のフローチャート」として

まとめ、市のホームページで発信。 

 
 

 
 
 

 
 
保健所からのお願い（11 月 19 日発表） 

 


